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金　　　額 ￥ －

（ ）

委託期間

交通管制センター設備機器保守委託

作成日：　令和6年2月14日

交通管制官 主　　幹

　着　手 令 和 6 年 4 月 1 日

うち消費税及び地方消費税相当額　￥　　　　－

　完　成 令 和 7 年 3 月 31 日

　　秋田県警察本部交通部交通規制課



1 　委託場所 秋田市山王四丁目１－３　

秋田県警察本部交通管制センター

2 　委託内容 交通管制センター設備機器保守委託仕様書による

3 　委託期間 令和 6年 4月 1日 ～ 令和7年3月31日

委　　託　　概　　要



委託総括表

 　　　　名　　　　　　称  単位 　金　　　額 　備　　考

交通管制センター設備機器保守委託

1 　交通管制センター中央装置保守委託  １式

小　　計

2 　諸経費

　　直接物品費  １式

　　業務管理費  １式

　　一般管理費  １式

小　　計

計

　委託価格  千円未満切捨

　消費税相当額 　 10%

合　　　計 　委託請負額

No 1



内訳明細書

 　細　　　　目 　 　摘　　　　要  数量  単位 　単　価 　　金　　額 　備　　考

　交通管制センター中央装置保守委託

(1) 信号制御ﾌﾞﾛｯｸ        基本部ほか 1 　式

(2)
交通情報ﾌﾞﾛｯｸ
（情報処理部､情報提供部､ﾌﾟﾛｰﾌﾞ処理部）

情報処理部ほか 1 　式

(3) ｼｽﾃﾑ管理ﾌﾞﾛｯｸ    基本部ほか 1 　式

(4) 情報交換ﾌﾞﾛｯｸ 基本部ほか 1 　式

(5) 端末制御ﾌﾞﾛｯｸ     基本部ほか 1 　式

(6) ﾈｯﾄﾜｰｸﾌﾟﾘﾝﾀ（機械室、交通管制卓） 1 　式

(7) ﾌﾟﾘﾝﾀ(設計積算印字装置) 1 　式

(8) 警察交通安全施設下位装置、端末対応装置Ⅱ 処理部ほか 1 　式

(9)
ＨＭＩ装置
（交通管制卓、事務室、機械室、放送室）

処理部ほか 1 　式

(10) 機器監視表示部 処理部ほか 1 　式

(11) 管制卓1,2（交通管制卓） 本体ほか 1 　式

(12) 映像分配器（機械室） 1 　式

(13) 接続装置1～8（接続装置） 本体ほか 1 　式

(14)
ルータ、広域イーサスイッチ、
ファイアウォール（接続装置）

管制卓１ほか 1 　式

(15) 無線制御部（無線制御部装置） 1 　式

(16) 無線操作部（無線制御部装置） 1 　式

(17) 交通状況表示板関係機器 ﾏﾙﾁｽｸﾘｰﾝ表示用ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀほか 1 　式

(18) 入退室管理装置 1 　式

(19) セキュリティ用カメラ 1 　式

(20) 交通監視用ﾃﾚﾋﾞｶﾒﾗ中央装置（ｱﾅﾛｸﾞ系） 中央装置(ｱﾅﾛｸﾞ系)ほか 1 　式

(21) 交通監視用ﾃﾚﾋﾞｶﾒﾗ中央装置（IP系） 中央装置(IP系)ほか 1 　式

(22) 本配線盤（MDF） 1 　式

(23) 分電盤 1 　式

(24) 無停電電源装置 1 　式

(25) 障害復旧対応・停電立会 定数設定、推定旅行時間調整 1 　式

　　　　計
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交通管制センター設備機器保守委託仕様書

第１ 総則

１ 目的

本委託業務は、交通管制センター設備機器（以下「施設」という）について、保守

点検及び障害修理にかかる事項を定めることにより、施設の維持を図ることを目的と

する。

２ 委託業務の名称

交通管制センター設備機器保守委託

３ 委託場所

秋田市山王四丁目１―３ 秋田県警察本部交通管制センター

４ 委託期間

令和６年４月１日から令和７年３月31日まで

第２ 細則

１ 発注者は受注者に対し、施設管理担当者を通知するものとする。また、変更があっ

た場合も同様とする。

２ 受注者は発注者に対し、業務責任者を通知するものとする。また、変更があった場

合も同様とする。

３ 中央装置の保守点検は、施設管理担当者立会いで実施することを原則とし、いずれ

も執務時間内（平日の８時30分から17時15分まで）に完了するものとする。

４ 点検対象機器には、極めて重要性の高い社会インフラ設備である交通管制システム

が含まれることから、受注者は、管制システム保守業務の経験が豊富な技術者を担当

者として指名すること。

５ 受注者は委託契約書に基づき業務計画書を作成し、施設管理担当者へ２部提出する

こと。

６ 施設の保守に使用する部品等は、全て品質良好な該当機器製造会社の製品を使用す

るものとする。ただし、日本工業規格等の適合品を使用する場合は他の製造会社製品

の使用も認めるものとする。

７ 保守点検に使用する計測器等は、原則として受注者において準備するものとする。

８ 発注者側が保有する計測器等、作業に必要な道具を使用する際は、施設管理担当者

の承認を得ること。ただし、借用した機器について、その期間中に故障、破損した場

合、受注者で保証すること。

９ 保守点検は、施設管理担当者と協議し、一般交通や警察業務に支障を与えないよう

に留意して作業を行うものとする。

10 管制センター内における障害及び停電時の対応については、施設管理担当者から依

頼があった場合に施設管理担当者と協議して行うものとする。

11 管制センターにおいて、定数の変更が必要な場合は、施設管理担当者の指示又は承

認のもと変更を行うこと。



12 各区間の旅行時間について、年１回確認し、必要に応じて調整すること。また、施

設管理担当者の指示があった場合同様とする。

13 システム停止を伴う障害復旧作業を行う場合は、事前に施設管理担当者へ詳細を説

明し、承認を受けた後に実施すること。

14 各種情報を蓄積しているハードディスクの故障により、保守品と交換し外部に持ち

出す場合には、原則として、情報が復元できないよう消去すること。

15 セキュリティ管理に当たっては、上位装置及びＨＭＩ装置のＯＳへのログインパス

ワード等について、施設管理担当者と協議のうえ管理を行うこと。

16 上位装置等からの出力データ及び施設管理担当者等から提供された資料を複写（資

料を電磁的に変換することも含む。）する場合は、事前に施設管理担当者の承認を受

けること。また、エラーログを含め外部に持ち出す場合同様とする。

17 機械室への入室に際しては、施設管理担当者へ事前に連絡したうえで、入退室手続

きを確実に実施すること。

18 受注者は別に定める交通管制センター設備機器保守実施要領（別添１）により保守

作業を行い、その結果を書面により報告するものとする。

19 本仕様書は保守作業について規定するものであるが、本仕様書に明記のない事項又

は疑義が生じた時は、その都度施設管理担当者と協議し処理を行うものとする。

20 本保守委託で作成した報告書等の電子データについては、電子記録媒体に保存し提

出すること。

なお、その電子データは、秋田県警察本部発注の工事及び委託に限り使用を許諾す

ること。

21 管制システム内に保存された管制システム等運用資料を変更する必要が生じた場合

は、施設管理担当者の指示又は承認のもと変更を行うこと。

第３ 保守委託等業務内容

１ 保守委託施設

保守を委託する施設は、秋田県警察本部が設置した機器のうち、保守委託指示書

（別添２）に掲げる機器とする。

２ 保守委託範囲

対象施設について、点検、試験、清掃及びこれに付随した簡易補修、調整及び整備

を行うこと。また、対象施設に障害が発生した場合は応急措置を行い、機能の回復に

努めること。受注者は委託施設の全てについて保守の責任を負うものとする。

ただし、天災事変又は異常な人為作用に基づく故障及び破損については、本仕様書

に含まないものとし、施設管理担当者と協議のうえ対処すること。

３ 保守区分

交通管制センター中央装置点検整備実施要領（別添３）

４ 点検の回数等

点検は、契約期間内において別添１、２、３に定める保守実施要領のとおり行うこ

とし、不明な点は施設管理担当者に確認のうえ実施すること。

５ 中央装置の定数、設定の変更



交通管制システムの適切な運用、障害対応及び運用調整するに当たり、管制センタ

ー等に設置された中央装置において、定数の変更を行う場合は、施設管理担当者の指

示又は承認のもと行うこと。また、作業内容は、その都度施設管理担当者に説明し協

議すること。

６ 障害時対応

(１) 委託期間中は24時間常に障害対応可能な体制をとること。

(２) 障害対応は速やかに着手するものとし、実施に当たっては施設管理担当者の指示

に従い、作業遂行に万全を期すること。

(３) 障害対応が完了した時は、必要な試験を行って機能回復を確認し、回復時刻、障

害原因、障害対応内容等を施設管理担当者に報告すること。

(４) システム更新、新増設機器等の導入から１年以内に障害が発生したものにあって

は、製造メーカー、施工業者への手配を行う必要があるため、その内容を速やかに

施設管理担当者へ報告すること。

第４ 受注者準備品

各種プリンタ用の消耗品を準備し、交換作業を行うこと。その対象は「ネットワーク

用プリンタ（機械室、交通管制卓）」及び「プリンタ（設計積算印字装置）」とする。

第５ 情報セキュリティ

本委託業務を履行するに当たり、契約業者は別紙「情報セキュリティの確保に関する

基準」を遵守すること。
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情報セキュリティの確保に関する基準

１ 趣旨

契約業者は、本契約に係る業務（以下「本件業務」という。）の実施のために、秋

田県警察から提供する情報その他本件業務の実施において知り得た情報（以下「保護

すべき情報」という。）の機密性、完全性及び可用性を維持すること（以下「情報セ

キュリティ」という。）に関して万全を期さなければならず、その講ずべき措置を定

めるもの。

２ 保護すべき情報

保護すべき情報の範囲は次のとおり。

(1) 秋田県警察が秘密区分の指定をした秘密に属する文書、図面、図書等（電磁的記

録を含む。）

(2) 秋田県警察が秘密区分の指定をした秘密に属する物件

(3) (1)又は(2)に掲げるものを基に、契約業者が作成（複製及び写真撮影を含む。）

した文書、図面、図書等（電磁的記録を含む。）又は物件のうち、秋田県警察が指

定したもの

３ 情報セキュリティ対策等

(1) 下請負の禁止

ア 契約業者は、本契約の全部又は一部を第三者に下請負させてはならない。ただ

し、やむを得ず下請負をさせるときは、その下請負先、契約内容等を記した書面

を添え、秋田県警察の許可を得るものとする。

イ 前項ただし書により契約業者が下請負をさせる場合、契約業者は契約業者と下

請負者との間で締結する契約において、下請負者において本仕様書と同等の情報

セキュリティの確保が行われるよう定めなければならない。

ウ 秋田県警察は、前項の契約について、情報セキュリティの確保が十分満たされ

ていないと認められる場合、アの許可を与えないことができる。

エ アただし書により契約業者が下請負させる場合の下請負者その他本契約の履行

に係る作業に従事する契約業者以外の事業者における情報セキュリティの確保に

ついて、契約業者は本仕様書に従い、必要な通知、申請、確認等を行うものとす

る。

(2) 情報セキュリティ確保のための体制等の整備

契約業者は、本契約の履行に当たり、保護すべき情報に係る情報セキュリティを

確保するための体制を整備するとともに次の業務管理を行うこと。

ア 情報セキュリティの確保を含む業務の遂行に関する一切の事項を処理するなど

の権限を有する作業責任者を定め、書面をもって通知すること。

イ 前項により選任された作業責任者は、作業場所における個別業務の実施を統括

し、就業規則に基づき就業管理を行い、個別業務の遂行に関する一切の事項を処

別紙
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理し、個別業務の遂行につき契約業者を代理する権限を有する。

ウ 契約業者が作業責任者の権限に関し制限を設けた場合又は作業責任者を変更す

る場合は、書面により事前に通知すること。

エ 作業責任者又は作業員の行う作業が著しく不適当であると認めた場合は、当該

理由を通知し、必要な措置を執ることを求めることがある。

オ 秋田県警察が指定する場所で契約業者が個別業務を行う場合、業務を行う者の

作業員名簿を作成し、書面で通知すること。

カ 本契約にかかる情報システムに対し意図しない変更が加えられないことを保証

する管理を行うこと。また、求めに応じて具体的な品質保証体制を証明する書類

を提出すること。

キ 情報システムに対し、意図しない変更が加えられる不正が判明した際は、追跡

調査、立ち入り検査等により原因を調査し、排除するための体制を構築すること。

(3) 守秘義務

ア 契約業者は、本契約で知り得た秋田県警察の業務上の機密を本契約期間中はも

とより本契約終了後といえども第三者に漏らしてはならない。

イ 取扱者は、在職中及び離職後においても、保護すべき情報を第三者に開示又は

漏えいしてはならない。

ウ 作業員その他の本契約に関わる者から個別に情報セキュリティの確保に関する

誓約書を徴取し、機密保持の実効性を担保するものとする。

(4) 管理

ア 本契約を履行するに当たり、貸与する仕様書その他の資料（以下「業務資料」

という。）は、特に厳重な取扱いを行うものとし、その保管管理について一切の

責任を負うこと。

イ 指定する場所において個別業務を行う場合に持ち込む物品、業務資料等は適正

に管理すること。また、承諾なくその場所から物品、業務資料等を持ち出さない

こと。

ウ 業務資料は、本契約の実施その他指定した目的以外に使用しないこと。

エ 業務資料を承諾なく、方法のいかんにかかわらず複製(複写を含む。)しないこ

と。

オ 業務資料は、本契約が終了したとき、本契約が履行できないと認められたとき、

その他返還を求められたときは、直ちに返還すること。

(5) 脆弱性対策等の実施

ア 本契約を履行するに当たり、情報システムを使用する場合について、当該情報

システムのアクセス権の付与を業務上必要な者に限るとともに、保護すべき情報

へのアクセスを記録する措置を講ずること。

イ 前項の場合に、契約業者は、情報システムに対する不正アクセス、コンピュー

タウイルス、不正プログラム感染等情報システムの脆弱性に係る情報を収集し、

これに対処するための必要な措置を講ずること。

(6) 情報セキュリティ対策の履行状況の確認

契約業者は、契約締結後、少なくとも１年に１回、本仕様書が定める情報セキュ
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リティ対策の該当する項目について、下請業者を含め履行状況を確認するとともに、

確認結果について別添様式で秋田県警察に報告し承認を得るものとする。ただし、

別記様式の様式により難い場合は、この限りではない。

(7) 障害・事故等の発生時の対処

契約業者は、次の情報セキュリティ侵害事案が発生した場合、速やかに秋田県警

察へ報告するとともに、所要の措置を講じること。

なお、契約業者の従業員又は下請負者等の故意又は過失によるものであった場合

でも、契約上の責任を免れることはできない。

ア 保護すべき情報のほか、本契約に係る情報について、外部への漏洩、目的外利

用又は認められていないアクセスが行われた場合

イ 保護すべき情報を取り扱い又は取り扱ったことのある電子計算機又は外部記録

媒体に、コンピュータウイルスの感染が認められた場合

ウ ア又はイに掲げるもののほか、秋田県警察又は契約業者の保護すべき情報のほ

か契約に係る情報の侵害、紛失、破壊等の事故が発生し、又はそれらの疑い若し

くはおそれがある場合

(8) 情報セキュリティ監査

本契約の履行中に、必要に応じて情報セキュリティ監査を行うことがある。

別紙



別記様式

情報セキュリティ対策履行状況確認書

１ 確認対象者

（１）事業者名：

（２）対象部門等名：

（３）契約開始年月日：

（４）前回確認実施年月日：

【留意事項】

確認対象者が下請負者等の場合は、（１）欄に事業者名を記載し、その末尾に「（下請負者等）」と記載すること。

この場合、（３）欄には、下請負契約等の開始年月日を記載すること。

２ 確認事項

番号 確認事項 実施／未実施 実施状況（詳細）又は未実施の理由

１ ３．(1)

本契約の全部又は一部を第三者に下請負させていない。

２ ３．(1)

（１が未実施の場合）

やむを得ず下請負をさせるときは、その下請負先、契約

内容等を記した書面を添え、秋田県警察の許可を得ている。

３ ３．(2)

代表者から代理権限を与えられた者を作業責任者として

いる。

４ ３．(2)

作業員等の名簿を作成し、秋田県警察に通知している。

５ ３．(3)

作業員等から情報セキュリティの確保に関する誓約書を

徴取している。

６ ３．(2) ※ ※

その他、情報セキュリティを確保するために必要な体制

を整備している。

７ ３．(3)

保護すべき情報を第三者に開示又は漏えいしていないこ

とを確認している。

８ ３．(3)

作業員等が、在職中又は離職後においても、保護すべき

情報を第三者に開示または漏えいしないよう、措置を講じ

ている。

９ ３．(4)

業務情報及び業務資料について、特に厳重な取扱いを行

っている。



１０３．(4) ※ ※

（秋田県警察の指定する場所において個別業務を行う場合）

持ち込む物品、業務情報及び業務資料を適正に管理して

いる。また、承諾なくして、その場所から物品、業務情報

及び業務資料を持ち出していないか確認している。

１１３．(4)

業務情報及び業務資料について、秋田県警察の指定した

目的以外に使用しないよう、措置を講じている。

１２３．(4)

業務情報及び業務資料を、秋田県警察の承諾なくして、

複製・複写していないか確認している。

１３３．(4) ※ ※

秋田県警察から返還を求められた資料を、秋田県警察に

直ちに返還している。

１４３．(5) ※ ※

（情報システムを使用する場合）

当該情報システムのアクセス権の付与を業務上必要な者

に限るとともに、保護すべき情報へのアクセスを記録する

措置を講じている。

１５３．(5) ※ ※

（情報システムを使用する場合）

情報システムに対する不正アクセス、コンピュータウィ

ルス、不正プログラム感染等情報システムの脆弱性に係る

情報を収集している。また、これに対処するための必要な措置

を講じている。

１６３．(6)

報告した確認結果について、秋田県警察の承認を得てい

る。

１７３．(7) ※ ※

（情報セキュリティ侵害事案等事故が発生した場合）

事故発生時に適切な措置を講じるとともに、速やかに秋

田県警察に報告を行った。

１８３．(7) ※ ※

（情報セキュリティ侵害事案等事故が発生した場合）

事故の損害・影響等の程度を把握するため、必要な業務

資料を保存している。

確認年月日：

確認者（事業者名、所属、役職、氏名）： 印

【留意事項】

※欄については、該当がある場合に記載する。



○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

接続装置１～８（接続装置）

ルータ、広域イーサスイッチ、
ファイアウォール（接続装置）

無線制御部（無線制御部装置）

無線操作部（無線制御部装置）

警察交通安全施設下位装置、端末対応装
置Ⅱ

ＨＭＩ装置
（交通管制卓、事務室、機械室、放送
室）

機器監視表示部

管制卓１,２（交通管制卓）

映像分配器（機械室）

システム管理ブロック

情報交換ブロック

端末制御ブロック

ネットワークプリンタ
（機械室、交通管制卓）

プリンタ(設計積算印字装置)

別添１

交通管制センター設備機器保守実施要領

回数／年

機器名

信号制御ブロック

交通情報ブロック
（情報処理部､情報提供部､プローブ処理部）

1 2 3 備　　　考



○

○

○

○

○

○

○

○

※点検周期については、点検回数に応じて等間隔で実施すること。

交通監視用テレビカメラ中央装置
（ＩＰ系）

本配線盤（ＭＤＦ）

分電盤

無停電電源装置

回数／年

機器名

交通状況表示板関係機器
ＫＶＭスイッチ、時計表示部、ス
ピーカ、ＨＤＤ/ＢＤレコーダ、
長時間録画装置含む。

入退室管理装置
ウイルス対策ソフトのパターン
ファイル更新は月１回とする。

セキュリティカメラ

交通監視用テレビカメラ中央装置
（アナログ系）

1 2 3 備　　　考



別添２

１　中央装置等

24 無停電電源装置

秋田市山王四丁目１－３
秋田県警察本部交通管制センター内

21
交通監視用テレビカメラ中央装置
（ＩＰ系）

22 本配線盤（ＭＤＦ）

23 分電盤

18 入退室管理装置

19 セキュリティカメラ

20
交通監視用テレビカメラ中央装置
（アナログ系）

15 無線制御部（無線制御部装置）

16 無線操作部（無線制御部装置）

17 交通状況表示板関係機器

12 映像分配器（機械室）

13 接続装置１～８（接続装置）

14
ルータ、広域イーサスイッチ
ファイアウォール（接続装置）

9 ＨＭＩ装置
（交通管制卓、事務室、機械室、放送室）

10 機器監視表示部

11 管制卓１,２（交通管制卓）

7 プリンタ(設計積算印字装置)

8
警察交通安全施設下位装置、端末対応
装置Ⅱ

4 情報交換ブロック

5 端末制御ブロック

6
ネットワークプリンタ
（機械室、交通管制卓）

1 信号制御ブロック

2
交通情報ブロック
（情報処理部､情報提供部､プローブ処
理部）

3 システム管理ブロック

保　守　委　託　指　示　書
（交通管制センター設備機器・保守委託機器一覧表）

機　器　種　別 設　置　場　所



別添３

交 通 管 制 セ ン タ ー 中 央 装 置

点 検 整 備 実 施 要 領



１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

　分電盤

　無停電電源装置

　入退室管理装置

　セキュリティカメラ

　交通監視用テレビカメラ中央装置（アナログ系）

　交通監視用テレビカメラ中央装置（ＩＰ系）

　本配線盤（ＭＤＦ）

　ルータ、広域イーサスイッチ、ファイアウォール（接続装置）

　無線制御部（無線制御部装置）

　無線操作部（無線制御部装置）

　交通状況表示板関係機器

　ＨＭＩ装置（交通管制卓、事務室、機械室、放送室）

　機器監視表示部

　管制卓１,２（交通管制卓）

　映像分配器（機械室）

　接続装置１～８（接続装置）

　情報交換ブロック

　端末制御ブロック

　ネットワークプリンタ（機械室、交通管制卓）

　プリンタ（設計積算印字装置）

　警察交通安全施設下位装置、端末対応装置Ⅱ

　信号制御ブロック

　交通情報ブロック：情報処理部、情報提供部、プローブ処理部

　システム管理ブロック



保全内容 基準 測定器 点検周期

アプリケーション停止・電
源断

アプリケーションの停止、各ブロッ
ク基本部等の電源断を行う

正常にシステム
停止できること

目視 ４ヶ月毎

電源投入・アプリケーショ
ン起動

各ブロック基本部等の電源投入、ア
プリケーションの起動を行う

正常にシステム
起動できること

目視 ４ヶ月毎

設定値の退避
設定値データの退避を行う
ただし、ＨＭＩ装置は除く

正常に退避でき
ること

目視 ４ヶ月毎

システムバックアップ
外部記憶装置(ＮＡＳ)を使用し、シ
ステムバックアップを行う
ただし、ＨＭＩ装置は除く

正常にバック
アップできるこ
と

目視 ４ヶ月毎

各ブロック基本部の確認
各種ランプの点灯状況、冷却ファン
の回転状況及び回転音、コネクタ類
の接続確認を行う

異常のないこと 目視 ４ヶ月毎

各ブロック基本部のテスト
診断

テストプログラムによる確認、ＨＤ
Ｄ装置の試験を行う

異常のないこと 目視 ４ヶ月毎

ロギング情報収集と解析
エラーロギング情報を収集し、ハー
ドエラーが存在する場合は、解析し
対処すること

異常のないこと 目視 ４ヶ月毎

ディスプレイの確認 ランプ、表示の確認を行う 異常のないこと 目視 ４ヶ月毎

ディスプレイの清掃 画面の清掃を行う 異常のないこと 目視 ４ヶ月毎

電源電圧の測定 入力電源を測定する
AC100V：100±
10V

電圧計 ４ヶ月毎

備考

・基本部に関連する点検項目は、システム管理ブロックの地図サーバ部、タイムサーバ部、時計部及び機

器監視装置用サーバも含めること

・機器製造会社のマニュアル等による指定基準があれば、あわせて実施すること

１～５　上位装置

点検項目

各装置共通

各ブロック基本部の清掃

外部媒体装置の清掃、ケーブルコネ
クタの接続確認、冷却ファンの確
認、防塵フィルタ清掃及びカバー吸
入口の清掃を行う

ほこり、ごみ等
を除去し、異常
のないこと

目視 ４ヶ月毎



保全内容 基準 測定器 点検周期

システム稼働状況
装置メンテナンス画面、HMI装置画
面、メッセージログ等にてシステム
の稼働状況、異常履歴を確認する

異常のないこと 目視 ４ヶ月毎

システム稼働状況
装置メンテナンス画面、HMI装置画
面、メッセージログ等にてシステム
の稼働状況、異常履歴を確認する

異常のないこと 目視 ４ヶ月毎

システム稼働状況
装置メンテナンス画面、HMI装置画
面、メッセージログ等にてシステム
の稼働状況、異常履歴を確認する

異常のないこと 目視 ４ヶ月毎

データ退避状況
ＨＭＩ装置画面、メッセージログ等
にて現示情報、日報等の退避状況を
確認する

異常のないこと 目視 ４ヶ月毎

媒体残量 外部媒体の残量を確認する 領域70％以下 目視 ４ヶ月毎

システム稼働状況
装置メンテナンス画面、HMI装置画
面、メッセージログ等にてシステム
の稼働状況、異常履歴を確認する

異常のないこと 目視 ４ヶ月毎

システム稼働状況
装置メンテナンス画面、HMI装置画
面、メッセージログ等にてシステム
の稼働状況、異常履歴を確認する

異常のないこと 目視 ４ヶ月毎

備考

信号制御ブロック

交通情報ブロック（情報処理部、情報提供部、プローブ処理部）

システム管理ブロック

情報交換ブロック

端末制御ブロック

１～５　上位装置

点検項目



測定器 点検周期

(1) 排紙ガイド

(2) 分離爪

(3) 入口ガイド

(1) 分離パッド

(2) カセット給紙ローラ部

(3) レジストローラ部

(1) テストプリント

(2) 設定内容

(3) トータル枚数確認

備考

消耗品(LP-S9070) 備考

ETｶｰﾄﾘｯｼﾞﾌﾞﾗｯｸ　　 LPC3T36K × 1 約22400ﾍﾟｰｼﾞ

ETｶｰﾄﾘｯｼﾞｼｱﾝ　　　 LPC3T36C × 約19100ﾍﾟｰｼﾞ

ETｶｰﾄﾘｯｼﾞﾏｾﾞﾝﾀﾞ　　LPC3T36M × 約19100ﾍﾟｰｼﾞ

ETｶｰﾄﾘｯｼﾞｲｴﾛｰ　　  LPC3T36Y × 約19100ﾍﾟｰｼﾞ

感光体ﾕﾆｯﾄ         LPC3K15 × 約40000ﾍﾟｰｼﾞ

廃ﾄﾅｰﾎﾞｯｸｽ　　　　 LPC3H15 × 約25000ﾍﾟｰｼﾞ  

定着ﾕﾆｯﾄ　         LPC3TCU15 × 約100000ﾍﾟｰｼﾞ

消耗品(LP-M8170A) 備考

ETｶｰﾄﾘｯｼﾞﾌﾞﾗｯｸ　　 LPC3T31K × 3 約4900ﾍﾟｰｼﾞ

ETｶｰﾄﾘｯｼﾞｼｱﾝ　　　 LPC3T31C × 2 約6500ﾍﾟｰｼﾞ  

ETｶｰﾄﾘｯｼﾞﾏｾﾞﾝﾀﾞ　　LPC3T31M × 1 約6500ﾍﾟｰｼﾞ

ETｶｰﾄﾘｯｼﾞｲｴﾛｰ　　　LPC3T31Y × 1 約6500ﾍﾟｰｼﾞ

感光体ﾕﾆｯﾄｶﾗｰ　　　LPC3K17 × 約24000ﾍﾟｰｼﾞ（各色分必要）

感光体ﾕﾆｯﾄﾓﾉｸﾛ　　 LPC3K17K × 約24000ﾍﾟｰｼﾞ

廃ﾄﾅｰﾎﾞｯｸｽ         LPC3H17 × 約24000ﾍﾟｰｼﾞ

・機器製造会社のマニュアル等による指定基準があれば、あわせて実施すること

ほこり、ごみ等を除去すること
イソプロ
ピルアル
コール

清掃すること 目視

定着器

給紙ローラ

各操作画面においての動作確認

下表のとおり消耗品を準備すること

異常のないこと

６　ネットワークプリンタ（機械室、交通管制卓）

点検項目 保全内容 基準

総合確認 目視 年１回

清掃 年１回



測定器 点検周期

(1) 排紙ガイド

(2) 分離爪

(3) 入口ガイド

(1) 分離パッド

(2) カセット給紙ローラ部

(3) レジストローラ部

(1) テストプリント

(2) 設定内容

(3) トータル枚数確認

備考

消耗品（CANON LBP-9500C） 備考

ﾄﾅｰｶｰﾄﾘｯｼﾞ322Ⅱ（ブラック） × 4 約13,000ﾍﾟｰｼﾞ 

ﾄﾅｰｶｰﾄﾘｯｼﾞ322Ⅱ（シアン） × 2 約15,000ﾍﾟｰｼﾞ 

ﾄﾅｰｶｰﾄﾘｯｼﾞ322Ⅱ（マゼンタ）　 × 2 約15,000ﾍﾟｰｼﾞ 

ﾄﾅｰｶｰﾄﾘｯｼﾞ322Ⅱ（イエロー）　 × 2 約15,000ﾍﾟｰｼﾞ 

FUSER UNIT UM-722FA            × 約150,000ﾍﾟｰｼﾞ

ITB UNIT UM-722I　  　　　　　 × 約150,000ﾍﾟｰｼﾞ 

回収ﾄﾅｰﾎﾞｯｸｽ WT-722    　　　   × 約150,000ﾍﾟｰｼﾞ

・機器製造会社のマニュアル等による指定基準があれば、あわせて実施すること

７　プリンタ（設計積算印字装置）

点検項目 保全内容 基準

年１回

清掃 年１回

イソプロ
ピルアル
コール

清掃すること 目視

総合確認 異常のないこと 目視

定着器

給紙ﾛｰﾗ

各操作画面においての動作確認

下表のとおり消耗品を準備すること

ほこり、ごみ等を除去すること



測定器 点検周期

目視 ４ヶ月毎

目視 ４ヶ月毎

目視 ４ヶ月毎

(1)

(2)

目視 年１回

備考

・機器製造会社のマニュアル等による指定基準があれば、あわせて実施すること

・下位装置等に収容されているサーバ、情報提供部、ルータ等は点検周期時のうち、年１回は

　ハードウェア、ソフトウェアの点検を行うこと

・回線及び収容端末の詳細にあっては、付表１　回線及び収容端末一覧表のとおり

レベル
メータ

年１回

電圧計 ４ヶ月毎
　-12V±0.6V

符号送信用電源

　+48V±2V

　AC100V±10V

電源部

動作確認 システムの総合動作確認をする 正常動作すること

　-48V±2V

ただし、最大レベル0dBmを越え
ない

600Ω負荷で受信入力レベルを測定する
受信入力レベル
　-8～30dBm

600Ω負荷で送信出力レベルを測定
する

レベルの測定

送信出力平均レベル -8dBm以下

外観点検
ユニット、コネクタ等の差込み及び締
付けの点検

異常のないこと

　+12V±0.6V

機構部の点検
スイッチ、ランプ、ファン等を点検す
る

異常のないこと

入力電圧、出力電圧を測定する 入力電圧

電源電圧の測
定

８　警察交通安全施設下位装置、端末対応装置Ⅱ

点検項目 保全内容 基準

清掃 各部の清掃 ほこり、ごみ等を除去すること



付表１

端末対応
装置回線

番号
専用回線ID番号 端末名称（管制システム上） 備考

1 180-200296 和田坂本

3 180-200295 秋田森林管理署前

4 180-200294 和田駅入口

5 182-101363 古野入口

8 182-103418 仁井田新田

9 180-402976 仁井田小学校入口

11 182-104691 大野入口

13 180-402973 大住入口

14 180-402972 牛島西二丁目

16 180-400431 卸団地入口

18 180-400429 茨島

19 180-400466 茨島1丁目

20 180-400437 若葉町

21 180-400458 川尻大川町

22 180-400459 工業団地入口

24 180-400443 臨海十字路

25 181-100577 御所野ﾆｭｰﾀｳﾝ入口

26 182-101108 市立体育館前

27 181-100030 トヨタカローラ本社前

28 181-100031 日産部品販売前

29 181-100032 秋田くみあい運輸前

30 181-100034 マルタカ運輸入口

31 181-100033 出光興産前

32 181-100035 北日本くみあい飼料前

33 180-400476 港大橋前

34 180-403056 相染跨線橋北

35 180-200293 中央公園入口

36 186-111579 穀丁入口

37 180-403055 飯島三差路

38 180-403054 北港入口

39 186-104189 新城踏切

41 182-101102 五十嵐洋品店前

42 182-101103 ホームセンターコメリ前

43 180-403079 緑ヶ丘病院入口
44 182-101105 ビーギャル前
45 182-101104 安田水産前

46 182-101106 中野三区バス停前

47 186-104121 昭和八丁目

48 186-104119 昭和男鹿半島ＩＣ前

49 180-403034 館ノ丸

50 180-402999 新屋扇町市営住宅西

51 180-403001 新屋駅入口

52 180-402998 新屋桜橋西

53 180-403028 西中学校前

54 180-403000 新屋石油前

55 180-403029 秋田大橋南

回線及び収容端末一覧表



端末対応
装置回線

番号
専用回線ID番号 端末名称（管制システム上） 備考

回線及び収容端末一覧表

56 180-400493 山王五丁目

57 182-101107 今村病院前

58 180-400432 秋田大橋北

60 180-400430 川元小川町

61 180-400436 旭南一丁目

62 180-400464 川尻十字路

63 180-400449 市立病院入口

64 180-400448 キングタクシー本社前

66 180-400447 鉄砲町

67 180-400460 通町西

68 180-400456 高陽幸町

69 181-100036 秋田鉄鋼埠頭前

70 180-400463 新川向

71 180-400462 八橋鯲沼町

72 180-400455 八橋大畑

73 180-400461 操車場入口

74 180-400477 日産サティオ前

76 182-101101 野村

77 180-400504 交通機動隊前

78 180-400498 玉木歯科前

79 180-400454 児童会館前

81 182-104692 パブリ前

82 180-400482 蛭根

84 180-400446 運動公園前

85 180-400442 県庁西

87 180-400452 繁田園前

88 180-400438 日銀秋田支店前

90 180-402987 北都銀行本店前

91 180-400441 県庁第二庁舎前

92 180-402989 市民市場入口

93 180-402988 秋田センタービル前

94 180-402990 秋田駅前

95 180-402997 秋田駅前北

96 180-402983 久保田町

97 180-402984 千秋公園入口

98 180-400445 大町五丁目

99 182-103419 木内前

101 180-400494 キャッスルホテル前

102 181-100028 東通仲町

103 180-400507 社会福祉会館前

104 180-403002 岩手銀行前

105 180-403014 郵便貯金秋田センター前

106 186-116574 秋田空港入口

107 186-115862 イオン秋田東

108 186-115863 イオン秋田西

109 186-114138 街道東

110 186-114136 御野場八丁目



端末対応
装置回線

番号
専用回線ID番号 端末名称（管制システム上） 備考

回線及び収容端末一覧表

111 186-114137 県住御野場入口

112 186-104115 マルダイ御野場店前

113 186-104116 秋田南大橋南端

114 180-403023 東部ガス前

115 180-403004 刈穂橋東

116 180-403030 牛島東五丁目

117 180-403036 秋銀牛島支店前

118 180-403007 新屋敷小路入口

119 180-403008 牛島郵便局前

120 180-403010 楢山南中町

121 180-403003 楢山登町

122 180-400473 杉山博進堂前

123 180-403006 仕出し田中屋前

124 180-403005 楢山郵便局前

125 180-403021 楢山佐竹町
126 180-403031 築地下丁
127 180-403019 岡田医院前

128 180-400475 大和生命秋田ビル

129 180-403048 東小学校西

130 180-403047 秋田駅東入口

131 180-403037 東小学校前

132 180-403020 東通明田

133 182-103421 中央道路東入口

135 182-109756 ホーマック広面店前

136 182-103420 城東歯科クリニック前

137 181-100579 手形田中

138 181-100578 からみでん

139 186-117610 秋田駅東口広場前

140 180-403013 天徳寺前

144 180-402991 通町橋

145 182-114106 外旭川松崎

146 180-400497 通町丁字路

147 180-400465 イーホテル前

148 180-400492 濱島医院前

150 182-100064 泉下ノ町

151 180-403009 鷹匠橋東

152 180-400468 たばこ協同組合前

153 181-100580 濁川入口

154 181-100027 秋大附属小学校前

155 180-400496 片岡医院前

156 180-400495 保戸野八丁西

157 182-100066 ＮＴＴ－ＭＥ前

158 180-400499 南浜

159 180-400470 秋銀山王支店前

160 180-400505 秋田科学物産前

161 180-400503 川元山下町

162 180-400471 サーパス山王けやき通り前



端末対応
装置回線

番号
専用回線ID番号 端末名称（管制システム上） 備考

回線及び収容端末一覧表

163 180-400472 市町村会館前

164 186-107891 秋田消防署前

165 180-400488 八橋一里塚

166 186-108112 宮ペン工業前

167 180-400491 高陽青柳町

168 180-400489 山王中園町

169 180-400490 山王沼田町

170 186-108113 やばせ橋東

171 180-400487 一本松

172 180-403035 日吉町

173 182-100065 泉道田

175 180-400478 新屋船場町

176 180-400486 朝日団地入口

177 180-400500 豊町西

178 180-400451 新川橋

179 182-100060 勝平新橋南

180 182-100061 たけや製パン前

181 182-100062 西東北日野自動車前

182 182-100063 臨海大橋東

183 180-400501 県立球場入口

184 180-400502 秋田カントリー入口

185 180-403073 五十嵐病院前

186 180-403074 土崎駅入口

187 180-403075 もてぎ理容店前

188 180-403076 中央三丁目五差路

189 180-403077 真崎医院前

190 180-403078 ひゃくすい歯科入口

191 182-100068 土崎中学校入口

192 182-100067 鈴新商店前

193 180-403072 伊藤商店前

194 186-119659 中央道旭北口

195 186-119660 中央道駅東口

197 180-403051 日赤入口
198 186-127737 半田葬儀社前
226 180-403026 御所野

227 180-200312 古野北側

228 180-403045 目長田跨線橋西

229 186-114757 御所野ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ前

230 180-403017 千秋トンネル東

233 180-400434 古川添西側（画像）

234 181-100046 千秋城下町南側

236 180-403071 港大橋北側

237 180-403024 与左エ門川原南

238 180-400481 臨海十字路北側

239 180-400480 上北手百崎

240 186-126732 八橋一里塚南側

241 180-403033 手形山崎



端末対応
装置回線

番号
専用回線ID番号 端末名称（管制システム上） 備考

回線及び収容端末一覧表

242 180-200314 追分南側

243 180-400479 港大橋南側

245 180-403070 飯島三差路北側

246 180-403032 古四王神社前

247 186-101844 天王跨線橋北側

248 180-200291 金足北野

250 186-115864 南浜東側

251 180-402977 浜田館の丸

252 180-403011 雄物新橋南側
253 182-109757 穀丁入口
254 182-109758 目長田跨線橋東側
255 186-108964 交通流データ　仁井田

256 186-108963 交通流データ　金足

257 186-104451 光情送　石川Ｔ字路西側

258 186-104453 光情送　中央公園入口南側

259 186-104455 光情送　古野入口東側

260 186-104457 光情送　御所野ﾆｭｰﾀｳﾝ入口西側

261 186-111590 光情送　横山立体交差下南側

262 186-111589 光情送　横山立体交差下北側

263 186-115826 光情送　ﾏﾙﾀﾞｲ御野場店東南側

264 186-115825 光情送　ﾏﾙﾀﾞｲ御野場店西北側

265 186-111591 光情送　城東十字路北側

266 186-111592 光情送　城東十字路南側

267 186-111593 光情送　堤敷北側

268 186-111594 光情送　堤敷南側

269 186-118918 光情送　手形大橋南

270 186-118915 光情送　からみでん

271 186-117611 光情送　添川地の内

272 186-117612 光情送　外旭川小谷地東側

273 186-117613 光情送　外旭川小谷地西側

274 186-118905 光情送　ナイス前

275 186-118906 光情送　秋田港四ッ谷西側

276 186-118907 光情送　秋田港四ッ谷南側

277 186-118903 光情送　ひゃくすい歯科前

278 186-118909 光情送　長野本町西側

279 186-118910 光情送　長野本町南側

280 186-115824 光情送　鷹匠橋東側

281 186-115823 光情送　濱島医院前

282 186-115822 光情送　秋田銀行山王支店西側

283 186-115821 光情送　秋田銀行山王支店北側

284 186-111600 光情送　北都銀行明田支店東側

285 186-111602 光情送　北都銀行明田支店西側

286 186-114145 光情送　中通六丁目

287 186-114148 光情送　五丁目橋南側

288 186-114149 光情送　五丁目橋東側

289 186-114144 光情送　五丁目橋北側

290 186-111596 光情送　手形山崎西側
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装置回線

番号
専用回線ID番号 端末名称（管制システム上） 備考

回線及び収容端末一覧表

291 186-104458 光情送　四ツ小屋入口南側

292 186-111608 光情送　仁井田切上

293 186-104441 光情送　二ツ屋西側

294 186-111603 光情送　牛島開小路上り

295 186-111604 光情送　古川添上り

296 186-111605 光情送　古川添下り

297 186-104449 光情送　茨島北側

298 186-104464 光情送　茨島南側

299 186-126733 光情送　ハイタウン桜入口

300 186-104465 光情送　茨島西側

301 186-111606 光情送　若葉町上り

302 186-111607 光情送　若葉町下り

303 186-114140 光情送　御休通り入口

304 186-114147 光情送　運動公園前

305 186-104443 光情送　臨海十字路西側

306 186-104442 光情送　臨海十字路東側

307 186-104450 光情送　港大橋前北側

308 186-104446 光情送　港大橋南側

309 186-115820 光情送　マルタカ運輸前

310 186-104452 光情送　土崎臨海十字路南側
312 186-127252 光情送　相染跨線橋南
313 186-111601 光情送　飯島三差路下り

314 186-104459 光情送　追分三差路南側

315 186-104461 光情送　大清水三差路南側

316 186-104463 光情送　豊川竜毛

317 186-104460 光情送　浜田境川

318 186-111595 光情送　手形山崎東側

319 186-104462 光情送　館の丸東側(新屋高校入口）

320 186-104444 光情送　秋田大橋北側

321 186-107598 光情送　旭南一丁目南側

322 186-114143 光情送　山王五丁目

323 186-107600 光情送　山王十字路北側

324 186-107599 光情送　山王十字路南側

325 186-107601 光情送　新川向西側

326 186-114142 光情送　操車場入口南側

327 186-114141 光情送　操車場入口北側

328 186-114139 光情送　自衛隊入口

329 186-107602 光情送　野村南側

331 186-107604 光情送　フェリー埠頭入口北北側

332 186-115819 光情送　秋田火力発電所前

333 186-114150 光情送　太陽生命秋田ﾋﾞﾙ前

334 186-114146 光情送　きららアーバンパレス前

335 186-114309 光情送　繁田園前

336 186-114308 光情送　秋田農林ﾋﾞﾙ前

337 186-111599 光情送　千秋久保田町北側

338 186-114166 光情送　アトリオン前

339 186-111598 光情送　千秋城下町南側
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340 186-111597 光情送　千秋城下町東側

343 186-101845 雄物大橋南側

344 186-104445 茨島東側

353 180-403062 土崎臨海十字路

354 180-403057 交通省秋田港湾事務所前

355 180-403061 臨港警察署入口

356 180-403060 土崎市民グランド入口

357 180-403059 相染跨線橋南

358 186-109988 県立博物館入口

359 186-109989 長沼入口

360 180-403067 高清水公園入口

361 180-403066 自衛隊入口

362 180-403065 大内ビル前

363 180-403063 新旧交差点

364 186-119658 加賀正前

365 180-402979 千秋城下町

366 180-403012 中通六丁目

367 180-403018 明田地下道西

368 181-100029 広面小学校南入口

369 180-403016 北都銀行明田支店前

370 180-403038 東通七丁目

371 180-403039 東通八丁目

373 180-403025 ビーギャル秋田駅前店前

374 180-403053 桜大橋北

375 186-104118 山手台団地入口

376 180-403050 ハイタウン桜入口

377 180-403040 桜五差路

378 180-403041 城東中学校東

379 180-403046 谷地田

380 180-403042 土手下

381 180-403043 堤敷

382 186-117601 広面小学校北入口

385 186-111577 手形山団地北

386 186-111578 手形山大橋南

387 186-117602 地ノ内

388 186-117603 後田

389 186-117604 鬼越峠

390 186-117606 木崎中央

391 186-117607 中央市場入口

392 186-117608 外旭川小谷地

393 186-118904 将軍野桂町

394 186-118908 秋田港四ッ谷

395 186-118912 青山町

396 186-118914 飯島南小学校入口

397 186-118909 大崩

398 186-118911 長野本町

400 180-403015 秋銀広面支店前
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401 182-114109 秋大付属病院入口

402 180-403052 秋田ヰセキ前

403 182-104690 大戸

404 182-109755 城東十字路

405 180-402994 下新橋

406 180-402993 五丁目橋

407 180-402992 四丁目橋

408 180-200311 追分三叉路

409 180-403064 イオン土崎店前

411 182-106542 横山立体交差下

412 182-106543 桜簡易郵便局前

417 180-402996 南通みその町

418 180-402995 南税務署入口

419 180-200310 金足農校入口

420 180-400457 御休通り入口

421 180-402975 仁井田切上

422 180-402981 仁井田本町

423 180-400485 古川添

424 180-402974 仁井田二ツ屋三差路

425 180-400440 山王十字路

426 180-400444 菊谷小路

427 180-400439 旭北寺町

428 180-402985 広小路西

429 180-402978 手形山崎

430 180-402980 四ツ小屋入口

431 180-402971 牛島開小路

432 180-400467 茨島二丁目

433 180-400474 泉卸売団地入口

434 180-400469 面影橋

435 180-400453 県立体育館前

436 180-402986 二丁目橋

437 182-109754 樋口

438 180-402982 日吉神社前

439 180-403069 将軍野中学校入口

440 180-403058 秋田火力発電所前

441 186-117609 ナイス前

442 182-114106 外旭川松崎

443 186-127671 イサノ2丁目

444 186-127654 とがしアパート

445 186-127655 ローソン八橋田五郎

446 186-127531 寺内イサノ

449 186-120653 情報板　中央トンネル山王側

450 186-120654 情報板　中央トンネル駅東側

451 180-403044 情報板　御所野セミフリー

452 186-112309 情報板　牛島セミフリー

455 186-126922 小型文字　能代　豊祥岱

456 186-126736 小型文字　鹿角　扇の間
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457 186-126372 小型文字　湯沢　表町四丁目

458 186-126373 小型文字　大館　片山三丁目

513 上町【MVNO】

514 柳町新道【MVNO】

515 能代駅前【MVNO】

516 柳町入口【MVNO】

517 能代北校前【MVNO】

518 秋北バスステーション前【MVNO】

519 出戸本町【MVNO】

520 後谷地【MVNO】

521 柳町西【MVNO】

522 能代橋南【MVNO】

523 畠町【MVNO】

524 大町【MVNO】

525 市役所入口【MVNO】

526 通町【MVNO】

527 芝童森【MVNO】

528 能代高校前【MVNO】

529 高塙【MVNO】

530 豊祥岱【MVNO】

531 大瀬団地【MVNO】

532 東能代駅前【MVNO】

533 総合体育館前【MVNO】

534 追分町【MVNO】

535 追分南【MVNO】

536 昭南町南【MVNO】

537 浅内【MVNO】

538 港湾入口【MVNO】

539 かいらげふち【MVNO】

540 昇平岱【MVNO】

541 能代橋南 北側上り【MVNO】

543 うえたスーパー南【MVNO】

544 外旭川大畑【MVNO】

数量
端末対応装置Ⅱ　合計回線数 408



測定器 点検周期

(1)

(2)

目視 年１回

(1) 目視 年１回

(2) 目視 年１回

(1)
ＯＳ操作
による目

視
年１回

(2)
ＯＳ操作
による目

視
年１回

(1)
ＯＳ操作
による目

視
年１回

(2)
ＯＳ操作
による目

視
年１回

(3)
ＯＳ操作
による目

視
年１回

(4)
ＡＰ操作
による目

視
年１回

備考

・機器製造会社のマニュアル等による指定基準があれば、あわせて実施すること

アプリケーションの動作確認

・ＨＭＩ装置と機器異常状況が
　一致していること
・各照会画面が閲覧できること
（介入動作を除く）
・機器監視装置と機器異常状況
　が一致していること

清掃 ほこり、ごみ等を除去すること

メモリ容量
メモリ（システムキャッシュ）
の使用領域が全体の70%以下で安
定動作していること

ＯＳに関するログの確認１(システ
ム)
・システムログの確認

異常に関する情報がないこと

ＯＳに関するログの確認２(アプリ
ケーション)
・アプリケーションログの確認

ファンの清掃

外観点検
ユニット、コネクタ等の差込及び締付けの
点検

異常のないこと

異常に関する情報がないこと

スイッチ、ファン等を点検する 異常のないこと

ソフトウェア
OS稼働状況の確認（タスクマネー
ジャー)
・起動しているタスクの確認

ＣＰＵ及びメモリ占有率が50%を
越えているタスクがないこと

９　ＨＭＩ装置（交通管制卓、事務室、機械室、放送室）

点検項目 保全内容 基準

各部の清掃
目視 年１回

動作ＬＥＤの確認
ユーザガイドに記載される正常
動作のとおりにＬＥＤが点灯し
ていること

ハードディスク容量
ハードディスクの使用領域が全
体の70%以下であること

機構部の点検

ハードウェア



測定器 点検周期

目視 年１回

目視 年１回

(1) 目視 年１回

(2)
ＯＳ操作
による目

視
年１回

ＡＰ操作
による目

視
年１回

備考

・機器製造会社のマニュアル等による指定基準があれば、あわせて実施すること

マウス、キーボード サーバー操作ができること

ソフトウェア アプリケーションの動作確認
ＨＭＩ装置と機器異常状況が一致
していること

ハードウェア

外観点検 コネクタ等の差込及び締付けの点検 異常のないこと

ディスプレイ
機器監視サーバのデスクトップが
表示されること

10　機器監視表示部

点検項目 保全内容 基準

清掃 各部の清掃 ほこり、ごみ等を除去すること



測定器 点検周期

(1)

(2)

(1) 目視 年１回

(2) 目視 年１回

目視 年１回

電圧計 年１回

電流計 年１回

(1) 目視 年１回

(2) 聴取 年１回

(3) 聴取 年１回

(4) 聴取 年１回

(5)
目視及び
設定

年１回

備考

・機器製造会社のマニュアル等による指定基準があれば、あわせて実施すること

外観点検

ラジオ受信部

共通部
時計表示を国際標準時刻（交通
状況表示板の時刻表示）と合わ
せること

清掃 ほこり、ごみ等を除去すること

ＦＭ部 ＦＭ放送を受信できること

ＡＭ部 ＡＭ放送を受信できること

オーディオ部 音量を調節できること

消費電力の
測定

電流値を測定し、消費電力を算出する
管制卓１，２
（ＵＰＳ系・商用系）
全て3.0kVA以下

ユニット、コネクタ等の差込及
び締付けの点検

機構部の点検 スイッチ、ファン等を点検する 異常のないこと

電源電圧の
測定

入力電源を測定する AC100V：100±10V

外観の点検
管制卓の上面、前面、背面及び
側面にひび割れなどの異常のな
いこと

ユニット、コネクタ等の差込及
び締付けの点検

異常のないこと

異常のないこと

11　管制卓１，２（交通管制卓）

点検項目 保全内容 基準

各部の清掃
年１回目視

ファンの清掃



測定器 点検周期

目視 年１回

目視 年１回

備考

・機器製造会社のマニュアル等による指定基準があれば、あわせて実施すること

外観点検
ケーブル、コネクタ等の傷汚れ及び差込
み締付け点検

異常のないこと

12　映像分配器（機械室）

点検項目 保全内容 基準

清掃 各部の清掃 ほこり、ごみ等を除去すること



測定器 点検周期

目視 ６ヶ月毎

目視 ６ヶ月毎

目視 ６ヶ月毎

目視 ６ヶ月毎

電圧計 ６ヶ月毎

備考

・機器製造会社のマニュアル等による指定基準があれば、あわせて実施すること

障害通知
障害発生時、障害情報を外部出力するこ
と

ＰＩＯポートからの接点出力
で確認

電源電圧の
測定

入力電圧を測定する 規定値内であること

外観点検
ＬＡＮケーブル、コネクタ等の傷汚れ及
び差込み締付け点検

異常のないこと

モニタリング
各LAN装置のトラヒック及びＣＰＵ負荷が
モニタリングできること

ＬＡＮ監視装置による確認

13　接続装置１～８（接続装置）

点検項目 保全内容 基準

清掃 各部の清掃
ほこり、ごみ等を除去するこ
と



測定器 点検周期

目視 年１回

目視 年１回

電圧計 年１回

目視 年１回

備考

・機器製造会社のマニュアル等による指定基準があれば、あわせて実施すること

ランプ確認 接続ランプ等の確認 異常のないこと

外観点検
ケーブル、コネクタ等のキズ汚れ及
び差込み締付け点検

異常のないこと

電源電圧の
測定

入力電圧を測定する 規定値内であること

14　ルータ、広域イーサスイッチ、ファイアウォール（接続装置）

点検項目 保全内容 基準

清掃 各部の清掃 ほこり、ごみ等を除去すること



測定器 点検周期

目視 年１回

目視 年１回

電圧計 年１回

目視 年１回

目視 年１回

備考

・機器製造会社のマニュアル等による指定基準があれば、あわせて実施すること

ランプ確認
回線、リモコン、メインユニットのラ
ンプ確認

異常のないこと

清掃 各部の清掃 ほこり、ごみ等を除去すること

機構部の点検
スイッチ、ランプ、ファン等を点検す
る

異常のないこと

電源電圧の測
定

入力電圧、出力電圧を測定する 規定値内であること

15　無線制御部（無線制御部装置）

点検項目 保全内容 基準

外観点検
ユニット、コネクタ等の差込み、及び
締付けの点検

異常のないこと



測定器 点検周期

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

電圧計 年１回

目視 年１回

備考

・機器製造会社のマニュアル等による指定基準があれば、あわせて実施すること

規定値内であること

清掃 各部の清掃
ほこり、ごみ等を除去する
こと

電源電圧の
測定

入力電圧の測定

16　無線操作部（無線制御部装置）

点検項目 保全内容 基準

無線電話操
作部の機能
点検

無線受信時、受信ランプが点灯する
こと

無線受信時、信号レベルに応じてレ
ベルメータが変動すること

１系から５系を共通スピーカで常時
モニタできること

系選択スイッチで選択した系をス
ピーカでモニタできること

系選択スイッチで任意の１通信系を
選択し無線回線と相互通話できるこ
と

異常のないこと 目視 年１回

ヘッドホンにて１系、２系、共通系
及び高速系の無線回線をモニタでき
ること

系選択した場合、スイッチで選択し
た系以外の通信系がスピーカでモニ
タできないこと

スピーカ断スイッチを押すことによ
りスピーカでモニタできないこと



測定器 点検周期

表示部性能点検 目視 年１回

接続部等の点検 目視 年１回

(1)

(2)

(3)
目視、触
診

年１回

映像入力確認 目視 年１回

映像出力確認 目視 年１回

ＫＶＭスイッチ 目視 年１回

時計表示部 目視 年１回

スピーカ 目視 年１回

(1)

(2)

長時間録画装置 目視 年１回

(1)

(2)

備考

・機器製造会社のマニュアル等による指定基準があれば、あわせて実施すること　

機器本体の清掃
等

ほこり、ごみ等を除去すること 目視 年１回

ＨＤＤ／ＢＤレ
コーダ

異常のないこと 目視 年１回

放送中表示板 異常のないこと 目視 年１回

録画及び再生操作は、表示制御端末の
操作アプリケーションから行えること

交通監視用テレビカメラの録画が可能であ
ること

異常のないこと

放送ブース内設置のスイッチ操作によ
り、”放送中”が表示になるか確認

スイッチ１～４のいずれかで操作を
行った時、点灯/消灯は操作を行った
スイッチのみに反映されるか確認

時計表示部は常時表示とし、表示内容は
「年/月/日/曜日/時/分/秒」であること文
字色が初期設定のとおりであること

異常のないこと

音量調整欄でボタンによりスピーカの音量
をを調整できることまた消音ボタンを押す
と、スピーカを消音状態（音量が０）にな
ること

異常のないこと

一般テレビ放送や共聴映像の録画及び
再生ができることまた操作画面のＨＤ
Ｄ／ＢＤレコーダボタンからＨＤＤ／
ＢＤレコーダ操作画面が開き、ＨＤＤ
／ＢＤレコーダ操作ができること

マルチスクリーン映像表示及び映像音声制
御メニューで各出力に選択した任意の映像
が表示されることを確認する

異常のないこと

その他システム

指令端末とＨＭＩ端末２をＫＶＭスイッチ
切替によりマウス・キーボードで操作でき
ることまた、モニタに正常に表示されるこ
と

異常のないこと

機器内外を清掃する

ネジ、ボルト、ナット等の緩み、抜け
等の有無を点検する機器の取付け状態
を確認し、がたつき等がないか確認す
る

取付ガタ、歪みがないこと

マルチスクリーン映像表示メニューで各入
力ソースボタンを選択したとき、任意のITV
モニタに映像が出力されることを確認する
また音声ソースについてもスピーカに出力
されることを確認する

異常のないこと

ホワイト、基準信号（カラーバー）及び端
末信号等を表示し、色の差について点検し
調整する

正常表示すること

接続ケーブル、コネクタ、端子等の接続状
態を確認する

緩み、歪み、欠品の有無を確認
すること

外観、内側、意匠の汚れ、埃及び傷の
有無について点検し清掃する

17　交通状況表示板関係機器

点検項目 保全内容 基準

マルチスクリーン表示用プロジェクタ



測定器 点検周期

装置外観の
確認

目視 年１回

ケーブル接
続状態確認

目視 年１回

設置状態確
認

目視 年１回

清掃 目視 年１回

イベント
ビューアー

目視 年１回

LAN通信確
認

目視 年１回

全認証端末
の状態表示
確認

ＡＰ操作
による目

視
年１回

一回解錠操
作

ＡＰ操作
による目

視
年１回

履歴確認
ＡＰ操作
による目

視
年１回

入力電圧確
認

電圧計 年１回

電源投入起
動確認

目視 年１回

ＬＥＤ診断 目視 年１回

指静脈読取
診断

目視 年１回

ＬＣＤ診断 目視 年１回

電源投入起
動確認

目視 年１回

認証確認 目視 年１回

備考

・機器製造会社のマニュアル等による指定基準があれば、あわせて実施すること

・ウイルス対策ソフトのパターンファイル更新は月１回実施すること

認証端末のＬＥＤは以下点滅/点灯すること
施錠／解錠ＬＥＤ（左）：消灯→赤→消灯
認証結果ＬＥＤ（中央）：消灯→橙→消灯
警戒モードＬＥＤ（右）：消灯→紫→消灯

異常のないこと

認証操作後、鍵が解錠すること 異常のないこと

赤のみ点灯（左、中、右）、緑のみ点灯
（左、中）、青のみ点灯（右）、全点灯、
全消灯を確認する

異常のないこと

静脈読み取りが成功すること 異常のないこと

市松模様→反転→全ＬＥＤ消灯→全ＬＥＤ
点灯が切り替わること

異常のないこと

ＣＴＢ１の入力電圧がAC100V±５％の範囲
にあること
ＴＢ－Ｐ端子の入力電圧がDC26V±５％の範
囲にあること

異常のないこと

異常表示ＬＥＤが消灯していること
電源表示ＬＥＤが緑色点灯すること

異常のないこと

認証装置（ＦＶＡ－１００－ＪＬ）

遠隔による一回解錠操作ができること 異常のないこと

履歴情報に異常がないこと 異常のないこと

Ｉ／Ｏボックス（ＡＩＯ－７３０）

システム上にハード異常を示すイベントが
ないこと

異常のないこと

ｐｉｎｇ応答により管理サーバと認証端末
間のＬＡＮ通信状態を確認する

異常のないこと

全認証端末の状態表示が正常であること 異常のないこと

設置状態に問題がないこと 異常のないこと

機器の外面清掃 ほこり、ごみ等を除去すること

入退室管理装置

各装置共通

有害な傷、汚れ、凹み等ないこと 異常のないこと

ケーブル接続に緩みがないこと 異常のないこと

18　入退室管理装置

点検項目 保全内容 基準



測定器 点検周期

清掃 目視 年１回

状態確認
ＡＰ操作
による目

視
年１回

ランプ状態 目視 年１回

外観点検 目視 年１回

入力電圧確
認

電圧計 年１回

操作確認
ＡＰ操作
による目

視
年１回

ランプ状態 目視 年１回

外観点検 目視 年１回

備考

・機器製造会社のマニュアル等による指定基準があれば、あわせて実施すること

各ランプ状態の確認 異常のないこと

接続ケーブルの接続状態確認 異常のないこと

入力電圧を測定する 異常のないこと

操作端末からのショートカット確認、ロ
グイン確認

異常のないこと

ＰｏＥスイッチングＨＵＢ

セキュリティカメラ用録画装置

各ランプ状態の確認 異常のないこと

接続ケーブルの接続状態確認、ラックマ
ウントの状態確認

異常のないこと

各装置共通

外装確認及び清掃 ほこり、ごみ等を除去すること

セキュリティカメラ

ログイン確認、日付・時刻確認、画像状
態確認

異常のないこと

19　セキュリティカメラ

点検項目 保全内容 基準



測定器 点検周期

電圧計 年１回

レベル計 年１回

目視 年１回

目視 年１回

目視 年１回

目視 年１回

備考

・機器製造会社のマニュアル等による指定基準があれば、あわせて実施すること

清掃 各部の清掃 異常なく動作すること

外観点検
ユニット、コネクタ等の差込み及び締付
けの点検

異常のないこと

総合動作
操作端末により各操作を行い全動作を確
認する

異常なく動作すること

レベル測定 映像分配器レベルの測定 規定値内であること

切替動作
リレー等の切替動作が確実であることを
点検する

異常なく動作すること

20　交通監視用テレビカメラ中央装置（アナログ系）

点検項目 保全内容 基準

電源電圧の
測定

出力電圧の測定 規定値内であること



測定器 点検周期

動作点検 目視 年１回

モニタ表示
の確認

目視 年１回

輝度、コン
トラスト

目視 年１回

画像歪み 目視 年１回

録画確認 ＰＣ 年１回

設定の確認 ＰＣ 年１回

諸機能確認 ＰＣ 年１回

伝送状況 目視 年１回

伝送状況 目視 年１回

設定確認 目視 年１回

映像の確認 モニタ 年１回

映像の確認
モニタ、

ＰＣ
年１回

伝送状況 目視 年１回

設定確認 目視 年１回

表示の確認 目視 年１回

ケーブル、
接栓、ねじ
の締め付け

目視、触
診

年１回

外観点検 目視 年１回

備考

・機器製造会社のマニュアル等による指定基準があれば、あわせて実施すること

ケーブルの破損・端末処理の不具合・接栓
の緩み・ネジの締め付け等を確認する

異常のないこと

取付け状態、破損・欠損を確認する 異常のないこと

メニュー設定の内容が仕様にあっているこ
とを確認する

異常のないこと

共通項目

前面ＬＥＤ表示が正常に表示されているこ
とを確認する

異常のないこと

マトリックススイッチャ（ＳＷＸ－３２３２）

映像表示が正常に切り替えられていること
を確認する

異常のないこと

ＮＴＰサーバ（ＳＮ－１０１０)

ポートが正常にリンク点滅していることを
確認する

異常のないこと

メニュー設定の内容が仕様にあっているこ
とを確認する

異常のないこと

映像分配器（ＤＡ－２８、ＰＲＤ－１０１)

デコーダの映像が正常に分配されているこ
とを確認する

異常のないこと

Ｌ３－ＳＷ（ＷＳ－Ｃ３６５０－２４ＴＳＥ－Ｓ)、ルータ（Ｃ８９１ＦＪ－Ｋ９）

ポートが正常にリンク点滅していることを
確認する

異常のないこと

ＷＥＢデコーダ（ＰＴ－ＩＰ２５００Ｒ）

ポートが正常にリンク点滅していることを
確認する

異常のないこと

録画検索にて正常に録画されていることを
確認する

異常のないこと

ＷＥＢページにて録画設定が正常にできる
ことを確認する

異常のないこと

再生・巻き戻し・早送り・ダウンロード等
の諸機能動作を確認する

異常のないこと

輝度・コントラストが規格の表示がされて
いるか確認する

異常のないこと

画像に歪みがないことを確認する 異常のないこと

画像蓄積装置（ＳＲ－Ｎ５３４０)

ＯＳが正常に起動し、使用するソフト等が
問題なく動作することを確認する

異常のないこと

17型コンソールモニタ（ＰＹ－Ｒ１ＤＰ１)

液晶画面が正常に表示されることを確認す
る

異常のないこと

21　交通監視用テレビカメラ中央装置（ＩＰ系）

点検項目 保全内容 基準

カメラ管理サーバ（ＲＸ１３３０Ｍ３）



測定器 点検周期

目視 年１回

目視 年１回

目視 年１回

目視 年１回

備考

・機器製造会社のマニュアル等による指定基準があれば、あわせて実施すること

端子名の点検
端子名と名称札とが一致しているこ
とを点検する

端子名が一致していること

局内ケーブル
取付方法の点
検

局内ケーブルの取付状態を点検する 標準実施方法による

ジャンパー線
布設方法の点
検

ジャンパー線の布設状態を点検する 標準実施方法による

22　本配線盤（ＭＤＦ）

点検項目 保全内容 基準

清掃 ケーブルラック、架等を清掃する ほこり、ごみ等を除去すること



測定器 点検周期

目視 年１回

目視 年１回

目視 年１回

備考

・管制センター分電盤及び管制電算室分電盤

・機器製造会社のマニュアル等による指定基準があれば、あわせて実施すること

点検
電源ケーブル・アース線取付状態 標準実施方法による

端子ボルト・ビス締め付け状態 標準実施方法による

清掃 盤・パネル等の清掃 ほこり、ごみ等を除去すること

23　分電盤

点検項目 保全内容 基準



測定器 点検周期

(1)

(2)

(3)

目視 ６ヶ月毎

(1)

(2)

(3)

備考

・機器製造会社のマニュアル等による指定基準があれば、あわせて実施すること

６ヶ月毎

異常音の有無

清掃 盤・パネル等の清掃

直流電圧 401.4V±1.5%

６ヶ月毎

部品の変色、変形の有無

異臭の有無

電源電圧の
測定

パネル計
測

24　無停電電源装置

点検項目 保全内容 基準

外観点検 異常のないこと 目視

ＵＰＳ電圧 198～202V

ほこり、ごみ等を除去すること

入力電圧 180～220V


